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 問 5 の計算過程

n = PV/RT
  = (1.01 x 105 - 3.50 x 103) x 0.996 /(8.3 x 103 x (273 +
27))
  = 0.039

ス は 無 極 性 分 子 の た め 分 子 量 が 大 き

く な る ほ ど 分 子 間 力 が 強 く な る か ら 。
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　(ii) −1≦x≦1より、 −1≦p−2≦1、すなわち、1≦p≦3のとき、

　右図よりx  = p  − 2で最小値をとる。

　(iii) 1<p−2, すなわち、3 < pのとき、下図のように、g(1) < g(−1)より

　x  = 1のとき最小値をとる。

　まとめると、

　(i)  p <1のとき　 x  = −1
　(ii) 1≦p≦3のとき   x  = p  − 2
　(iii) 3 < pのとき　　x  = 1

採　点　欄

　p  > 0の条件より、g (−1) < g (1)

 
　(1) f (x ) = x 2 −2px  + qより、 f (x ) =(x − p )2 + q  − p 2

　よって、 q  − p 2 = −4   ∴q   = p 2 −4

　(2) 0 = (x  − p )2 −4より、(x  − p )2 = 4　よって、(x  − p ) = ±２
　∴ x  = p  +2,  p  −2

　(3)  y  = f (x ) のグラフはx軸とx  = p  +2,  p  −2で交点をもち、

　p  > 0の条件よりp  +2 > 2, p  −2 > −2である。以下、場合分けを行う。

　(i) −2 <p  −2<−1,すなわち、0<p <1のとき、下のように、g (−1) < g (1)より

　x  = −1のとき最小値をとる。

　g (1)= −p 2+2p +3
　g (−1)= −p 2

−2p +3
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